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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月9日(2011.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
配列番号１の核酸配列のコード領域および配列番号１の核酸配列のコード領域に対して少
なくとも９８％の配列同一性を有する核酸配列から成る群から選択された、ヒト卵胞刺激
ホルモン（ＦＳＨ）のβ鎖をコードする核酸配列を有する核酸分子。
【請求項２】
宿主細胞において活性なプロモータに制御される請求項１に記載の第１の核酸配列を有す
る組換え核酸分子。
【請求項３】
　配列番号２の核酸配列のコード領域および配列番号２の核酸配列のコード領域に対して
少なくとも８５％の配列同一性を有する核酸配列から成る群から選択された、ヒト卵胞刺
激ホルモン（ＦＳＨ）のα鎖をコードする第２の核酸配列をさらに有する請求項２に記載
の組換え核酸分子。
【請求項４】
配列番号３で示された核酸配列のコード領域、および配列番号３で示された核酸配列のコ
ード領域と少なくとも７０％の配列同一性を有する核酸配列から成る群から選択された第
２の核酸配列をさらに含む請求項２に記載の組換え核酸分子。
【請求項５】
第２の核酸配列が別のプロモータに制御される請求項３または４に記載の組換え核酸分子
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【請求項６】
第１の核酸配列および第２の核酸配列のうちの少なくとも一方がウイルスプロモータに制
御される請求項２～５のいずれか一項に記載の組換え核酸分子。
【請求項７】
第１の核酸配列がＳＶ４０プロモータに制御されるか、または第２の核酸配列がＣＭＶプ
ロモータに制御される請求項６に記載の組換え核酸分子。
【請求項８】
配列番号７の核酸配列を有する請求項２～７のいずれか一項に記載の組換え核酸分子。
【請求項９】
請求項３～８のいずれか一項に記載の組換え核酸分子を含む宿主細胞。
【請求項１０】
哺乳動物細胞である請求項９に記載の宿主細胞。
【請求項１１】
チャイニーズハムスター卵巣（ＣＨＯ）細胞である請求項９または１０に記載の宿主細胞
。
【請求項１２】
寄託番号ＤＳＭ　ＡＣＣ２８３３を有する請求項９～１１のいずれか一項に記載の宿主細
胞。
【請求項１３】
　請求項２に記載の第１の組換え核酸分子と、
　配列番号２の核酸配列のコード領域、配列番号２の核酸配列のコード領域に対して少な
くとも８５％の配列同一性を有する核酸配列、および配列番号３に示される核酸配列から
成る群から選択された、ヒト卵胞刺激ホルモン（ＦＳＨ）のα鎖をコードする核酸配列を
含む第２の組換え核酸分子と、を有する宿主細胞。
【請求項１４】
適切な培地中の、請求項９～１３のいずれか一項に記載の宿主細胞を含む細胞培養物。
【請求項１５】
組換えヒトＦＳＨを生産する方法であって、
適切な培養培中で、請求項９～１３のいずれか一項に記載の宿主細胞を培養する工程；
細胞培養上清を採取する工程からなる方法。
【請求項１６】
細胞培養上清を組換えヒトＦＳＨから精製する工程をさらに含む請求項１５に記載の方法
。
【請求項１７】
請求項３～８のいずれかに記載の組換え核酸分子によって、無血清条件下で懸濁培養中の
細胞をトランスフェクトする工程を含む、請求項９～１６のいずれか一項に記載の宿主細
胞を生産する方法。
【請求項１８】
請求項１３に記載の宿主細胞を生産する方法であって、
請求項２に記載の第１の組換え核酸分子と、配列番号２の核酸配列のコード領域、配列番
号２の核酸配列のコード領域に対して少なくとも８５％の配列同一性を有する核酸配列、
および配列番号３に示される核酸配列から成る群から選択された、ヒト卵胞刺激ホルモン
（ＦＳＨ）のα鎖をコードする核酸配列を含む第２の組換え核酸分子とにより、無血清条
件下で懸濁培養中の細胞をトランスフェクトさせる工程を含む方法。
【請求項１９】
ヒト組換えＦＳＨの生産のための、配列番号１および配列番号２の少なくとも一方に記載
の核酸配列の使用方法。
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